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【主な改定のポイント】

①台帳電子化の導入効果の解説 【第１章】

②従来（オンプレミス）型に対する
クラウドシステムの追加 【第１章】

③維持管理情報等の追加 【第４章】
※ストックマネジメント情報含む

④工事、点検・調査業務等と連携した
効率的な情報入力・更新手法 【第７章】

その他：台帳を電子化した都市の事例の追加【第8章】
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

■ 1.1下水道台帳管理システムとは
○下水道台帳管理システムの機能および表示例の記載

施設の属性情報に関連
付いたファイルの表示例

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

マンホールに関連付いた
維持管理情報や
関連ファイルの表示例
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

■ 1.2下水道台帳管理システムの活用例
○活用例の記載
（例１）必要な図面等を容易に出力・閲覧できることによる事故時等の初動の迅速化

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

下水道台帳出力例

①陥没事故や苦情対応の際、
竣工図を探す手間の省略

②迅速に現場へ急行

③持ち出さなかった情報も現場
で確認

・維持管理図面
赤色：供用開始50年経過

（改築対象）
青色：供用開始50年未満

①下水道台帳管理システムで施
設情報等を関係者全員が閲覧
できることで苦情や災害対応時
の熟練職員の負担軽減が期待
できる。

②下水道台帳の担当職員が異動
等で他職員に交替する際の引
継ぎに掛かる労力低減や業務
の質の維持が期待できる。
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

■ 1.2下水道台帳管理システムの活用例
○活用例を記載
（例２）施設情報、維持管理情報等の蓄積の属人化の解消（熟練職員以外でも対応）

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント



①下水道台帳管理システム（一部の施設情報のみを表示）を窓口に設置したり、システムよ
り画像ファイル等で出力した台帳図をホームページに公開することで、住民サービスの向
上につながる。

➁開発業者等からの水洗化有無、公共ますの接続の問合せ対応等、窓口担当職員の負担
軽減も図られる。
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

■ 1.2下水道台帳管理システムの活用例
○活用例を記載
（例３）問合せ等への対応効率化など住民サービスの向上

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

民間事業者の事務所から
手元のタブレットで
ダイレクトプリントアウト

自治体に出向いて
紙台帳のコピーないし
電子台帳のプリントアウト
を行っていたものが、

下水道整備が概成に近づき膨大なストックを
適正に管理する必要がある。下水道台帳を電
子化することで、①②等に基づく維持管理及び
診断・評価を中心としたCAPDサイクルのマネ
ジメントに資することができる。

①管路施設の点検結果の反映
※維持修繕基準による管路施設の点検の義
務化（平成27年度下水道法改正）
※腐食のおそれが大きい箇所については5年
に1度の頻度と明記

②ストックマネジメント計画策定における管路
施設の調査結果の反映
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

■ 1.2下水道台帳管理システムの活用例
○活用例を記載
（例４）維持管理情報の活用による

事故リスクの軽減等

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

道路陥没件数の推移と陥没例

出典：国土交通省水管理・国土保全局下水道部HP
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

■ 1.2下水道台帳管理システムの活用例
○活用例を記載
（例５）台帳データの活用による総合地震対策計画や浸水被害軽減総合計画等の策定業務委託の
効率化

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

下水道台帳管理システムにおいて、
施設情報や維持管理情報を一元管
理することで同種あるいは類似業務
の際の重複作業（過去の資料の調査
等）を防止することができ、計画図作
成の軽減につながる。

・ストックマネジメント計画の場合
赤色：緊急度Ⅰ（改築対象）
紫色：緊急度Ⅱ （改築対象）
青色：緊急度Ⅲ （維持管理対象）
緑色：損傷なし（維持管理対象）

※総合地震対策計画や浸水被害軽減総計
画についても同様に色分けが可能

下水道台帳図上での分類出力イメージ
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

■ 1.3下水道台帳管理システムの情報形態
○活用イメージを表示

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

下水道台帳管理システムの活用イメージ
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

■ 1.4下水道台帳管理システムの方式
○システムの方式としてクラウド方式の追加とオンプレミス方式との比較
今回の改定では、新たにクラウド方式とオンプレミス方式を比較し、特徴を整理した。

【下水道台帳管理システムの方式】
①オンプレミス方式
従来からあるスタンドアロン型もしくはサーバークライアント型の閉鎖的なシステム方式

②クラウド型
インターネット経由でシステム（サービス）を提供する方式

⇒下水道台帳管理システムには広域化や共同化、災害時の活用も求められることから、
今後はクラウドの導入は増えるものと考えられる。

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

クラウド オンプレミス

・インターネット網を利用して、インターネッ
トブラウザで利用する方式

＜サーバークライアント＞

・インターネットが利用できる端末で利用
データを一元管理するサーバを設置し、各パ
ソコンをイントラネット等で接続して利用す
る方式

・複数台の端末で利用可能 ＜スタンドアロン＞

データを一元管理するパソコンを設置し、１台
で利用する方式

比較項目

概

要

システム方式

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

■ 1.4下水道台帳管理システムの方式
○システムの方式としてクラウド方式の追加とオンプレミス方式との比較

クラウド オンプレミス

管理できる情報

ネットワーク インターネットへの接続環境が必要
サーバークライアントは専用のイントラネット
等が必要（既設のイントラネットの利用も可
能）

・タブレットやスマートフォン、パソコン等で
利用可

・特定のパソコンのみ利用可

・外出先でも利用可 ・外出先では原則利用不可

（ノートパソコンを持参する事例有）

災害時の使用
インターネットが利用できる環境でスマート
フォン等により使用可（データセンターの堅牢
性に依存）

サーバ及び利用端末が被災しなければ使用可

・サイバー攻撃を防止する仕組みやウイルス
対策を施してもインターネットに接続してい
ることから影響を受ける可能性を排除できな
い

・庁舎内の専用端末からの利用によりサイバー
攻撃等による情報流出の可能性は低い

・機密性の高い情報や個人情報の掲載に配慮が
必要

（ウイルス対策は必須）

比較項目

概

要

両方式に大きな違いはない（利用できる地図は一部異なる）

利用形態

セキュリティ
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

クラウド オンプレミス

データ整備仕様

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ設計
表現仕様

システム設計
クラウドはパッケージ機能を提供する形態で
あり、地方公共団体に特化した機能の開発や
パッケージ機能の改良は通常未実施

地方公共団体に特化した機能の開発やパッ
ケージ機能を改良する場合は実施

データ整備

開発・改良
システム設計は通常未実施であり、本工程は
不要

システム設計に準じて開発・改良

構

築

比較項目

収集した資料等を元に整備するデータの仕様を決定するため、両方式に大きな違いはない。

両方式に大きな違いはない

両方式に大きな違いはない

基礎調査
システムの内容、構築スケジュール、構築費用、運用方法等を検討

この段階でシステム方式も決定

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

■ 1.4下水道台帳管理システムの方式
○システムの方式としてクラウド方式の追加とオンプレミス方式との比較
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

クラウド オンプレミス

集計
出力データをExcel等で加工する等の工夫が必
要

専用の集計機能の開発が可能

印刷 ブラウザ表示の画面を出力 大判図面用の様式の設定可能

データ編集 属性情報は変更可能 図形や属性を変更可能

ネットワーク追
跡縦断図表示

サービスに依存 パッケージ機能として提供されることが多い

・オンプレミスとの連携は困難
・同一ネットワーク上のシステムとの連携は
可能

・水位計等のクラウドとの連動は可能 ・クラウドとの連携は困難

GPS連動
GPS搭載端末による現在位置表示や追随が可
能

困難

年に数回自動更新

（インターネット地図に依存）

違
い
が
あ
る
機
能

比較項目

システム連携

地図 定期的なメンテナンスが必要

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

■ 1.4下水道台帳管理システムの方式
○システムの方式としてクラウド方式の追加とオンプレミス方式との比較
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1章 下水道台帳管理システムの導入効果

クラウド オンプレミス

データ更新
システム導入業者への委託による対応が一般
的

職員による更新やシステム導入業者への委託
による対応が可能

・サーバのハードディスクの冗長化が必要

・定期的にバックアップデータをサーバとは
別の庁舎等で保管

不具合対応 リモート対応（訪問不要） サーバ不具合時は訪問対応

問合せ対応
ほとんどのクラウドはパッケージ機能を提供
する形態であり、総合窓口で対応できるため
回答を早く得られる

地方公共団体に特化した機能は専門技術者に
よる対応になり、即応されない場合やコスト
面に影響が出る場合がある

比較項目

運

用

バックアップ

・通常、複数サイトに自動でバックアップさ
れ、冗長化を確保（利用者によるバックアッ
プは不要）

災害時の備えとして定期的にPDFや紙で出力し、適切な場所に保管

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

■ 1.4下水道台帳管理システムの方式
○システムの方式としてクラウド方式の追加とオンプレミス方式との比較
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下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

1章 下水道台帳管理システムの導入効果

■ 1.4下水道台帳管理システムの方式
○システムの方式としてクラウド方式の追加とオンプレミス方式との比較

クラウド オンプレミス

システム導入
専用のハード・ソフトウェアは不要。既存の端
末で利用可

専用のハード・ソフトウェアの購入費が必要

ソフトウェア保守

サービス利用料

データ更新委託

不具合対応

問合せ対応

コ
ス
ト
面

比較項目

両方式に大きな違いはない

サービス利用料に含まれる
運用の不具合対応や問合せ対応内容に準じた費
用が必要

利用内容に応じたサービス利用料が必要
ライセンス数に応じたソフトウェアの保守費用
が必要
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4章 下水道台帳管理システム標準仕様（案）

■ 下水道台帳管理システムとして基本的に備えるべき情報及びシステムの機能
○下水道台帳管理システムで管理対象となる維持管理情報の明示

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

維持管理情報の項目例(1/3)

関連付く

下水道施設情報

管きょ

マンホール

公共ます

取付け管

清掃 清掃・浚渫の履歴情報 箇所、日時、日報等 管きょ

巡視 巡視情報 路面沈下、マンホール蓋がたつき等の有無、臭気等 マンホール

管きょ

マンホール

公共ます

取付け管

施設以外

管きょ点検情報
滞水、滞留、たるみ、蛇行、破損、クラック、腐食、地
下水の浸入等

管きょ

マンホール本体点検情報 足掛金物の腐食、ブロックの破損、クラック等 マンホール

ます点検情報 取付け管及び排水溝の管口不良、誤接合等 公共ます

取付け管点検情報 管きょに準じる 取付け管

点検

情報種別 情報項目の例

共通 各情報に共通する項目

苦情・事故
受付状況(受付担当員、発生場所、受付肉容の区分(下水
詰まり、悪臭、破損、がたつき等))、対応状況(処理状
態、処理内容、対応完了日)、原因、対象場所等

対応番号・委託番号、年月日、金額、施工者、その他(台
帳との整合性等)、以降の対策有無等

住民からの苦情や事故情報

■ 下水道台帳管理システムとして基本的に備えるべき情報及びシステムの機能
○下水道台帳管理システムで管理対象となる維持管理情報の明示
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4章 下水道台帳管理システム標準仕様（案）

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

維持管理情報の項目例(2/3)

関連付く

下水道施設情報

マンホール本体調査情報

腐食、破損、クラック、継手ずれ、偏平、変形、浸入
水、取付け管の突出し、油脂の付着、樹木根侵入、モル
タル付着、等のabc判定
→異常の程度、大きさを確認

マンホール

マンホール蓋調査情報
占用位置(歩車道)、設置基準適合性(耐荷重種別等)、機能
支障(各機能の作動状況)、性能劣化(摩耗等)、周辺舗装
(穴、クラック等)

マンホール

側塊：腐食、破損、クラック、ズレ、浸入水、木根侵入

底塊：腐食、破損、クラック、ズレ、浸入水、木根侵
入、土砂等の堆積状況、インバート状況

蓋・受け枠：ガタツキ、破損・劣化、摩耗、蓋裏錆

取付け管調査悄報 管きょに準じる 取付け管

管きょ調査情報

情報項目の例

管きょ

ます調査情報 公共ます

情報種別

スパン全体：腐食、たるみのABC判定
管1本：破損、クラック、継手ずれ、偏平、変形、浸入
水、取付け管の突出し、油脂の付着、樹木根侵入、モル
タルの付着、等のabc判定
→異常の程度、大きさを確認
その他：逆勾配、マンホール部での逆段差等

調査



■ 下水道台帳管理システムとして基本的に備えるべき情報及びシステムの機能
○下水道台帳管理システムで管理対象となる維持管理情報の明示
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4章 下水道台帳管理システム標準仕様（案）

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

維持管理情報の項目例(3/3)

関連付く

下水道施設情報

管きょ

マンホール

公共ます

取付け管

管きょ

マンホール

公共ます

取付け管

情報種別 情報項目の例

診断 緊急度、健全度 緊急度：Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、健全度：1～５

修繕 修繕情報 実施年、箇所、内容、工法、実施位置、施工者
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4章 下水道台帳管理システム標準仕様（案）

■ 下水道台帳管理システムとして基本的に備えるべき情報及びシステムの機能を示す
○下水道台帳管理システムで管理対象となるストックマネジメント管理情報の明示

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

ストックマネジメント情報
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7章 効率的な情報更新に向けて

■ 工事、点検・調査業務等と連携した効率的な情報入力・更新手法の記載
○維持管理情報の更新

点検や調査結果を一括で取り込むための定型様式を、下水道台帳管理システムに事前に登
録すると効率的な更新が可能

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

一括取り込み用の定型様式のイメージ

～～

～～
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7章 効率的な情報更新に向けて

■ 工事、点検・調査業務等と連携した効率的な情報入力・更新手法を記載
○施設・維持管理の各情報更新に関する取組事例や留意点の追加

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

下水道設計図面作成基準（案）の目次と概略

概　略

1. 適用範囲
築造工事、改良工事等の竣工図書のうち、平面図・縦断図・横断図等の作成において適用。また、管更生工
事の竣工図書も本基準を適用。本成果は下水道台帳管理システムに反映することを目的としており、正確で
詳細な情報にする。
原則として、CADにてA-1判で作成し、平面図･縦断図･横断図･位置図･雨水ます表･汚水ます表･ます凡例･
座標（人孔、ます）･調査業者･表題欄を記載。

（図 7.3‑1、図 7.3‑2、図 7.3‑3、図 7.3‑4参照）

平面図の記入方向は縦断流下方向（左→右）を標準とする。

平面図には、桝番号、家屋分類、舗装種別、側溝の流下方向、地下埋設物を記載。管渠は、路線毎に路線番
号･管材質･管径･勾配･路線延長、スパン毎に人孔間距離・管渠延長・人孔半径を記載。既設は全て破線で記
載。

・原則として左から右への流下方向で作成。

・縦断測量は、各マンホール位置及び道路勾配の変化点を測量し、追加距離・地盤高を表示。

・地盤高測量の単位は小数位３位（mm単位）。

・流入管(計画)･流出管(計画・既設)の号線･管径･管底高を表示。

・副管を設置する場合は管径･段差H（四捨五入しcm単位）を表示。

5.
横断図の作
成

横断図は管渠等の下流側より上流側を透視した断面を作成。図面への記入順番は下流側より記入。

6.
雨水ます・
汚水ますの
記入

ます設置は調査し設置位置を決定し、市担当者の承認を受けて図面に記入する

目　次

2.

3.

4.

図面作成に
おける基本
事項

平面図の作
成

縦断図の作
成
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7章 効率的な情報更新に向けて

■ 工事、点検・調査業務等と連携した効率的な情報入力・更新手法を記載
○施設・維持管理の各情報更新に関する取組事例や留意点の追加

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

標準図面の記載例
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7章 効率的な情報更新に向けて

■ 工事、点検・調査業務等と連携した効率的な情報入力・更新手法を記載
○施設・維持管理の各情報更新に関する取組事例や留意点の追加

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント

修繕図面の平面図の記載例
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8章 下水道台帳管理システムの導入事例

■ 導入事例の掲載
○導入事例を掲載し下水道台帳システムを導入した際の効果やその際の仕様書について例示

【導入事例１】
下水道台帳管理システムの導入事例
⇒平成7年に下水道台帳管理システムの導入を行ったが、機能の拡張の面から平成22年
に他のシステムへ移行した事例

【導入事例２】
農業集落排水を加えた導入事例
⇒公共下水道と農業集落排水で台帳の仕様が異なるなか、長期的なマネジメントを見据えて下
水道台帳管理システムを導入した事例

【導入事例３】
下水道管路施設包括的維持管理業務委託の事例
⇒下水道台帳管理システムの導入と管路施設包括的民間委託の発注を併せて実施した事例

下水道台帳管理システム標準仕様（案）・導入の手引き改定のポイント
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ここから削る案！


